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開始

基礎調査
◎下水処理場と周辺地域の特性整理

◎連携体制の構築

○潜在的な肥料需要の把握

下水汚泥の分析
○重金属含有量の分析

○産業廃棄物に係る判定基準の分析

事業規模等の検討
◎当面の肥料生産量の検討

◎実施スキームの検討（PPP／PFI適用

可能性検討）

◎下水道関連計画への反映

肥料利用の実施判断

終了

菌体りん酸肥料の
肥料登録

◎品質管理計画の作成

◎植物に対する害に関する試験栽培

（植害試験）の実施

◎肥料登録

肥料の製造・流通に係る
取組み

◎定期的な分析

○結果の報告、記録の保存、更新手続

◎特定事業場の指導・監視

○外部委託先の汚泥処分状況の確認等

現時点では

実施困難一部でも肥料利用が可能

◎：必ず検討、実施する項目

○：必要に応じて検討、実施する項目

肥料化実施可能性の検討
◎肥料化手法の検討

○外部委託の検討

○関係者ヒアリングと流通経路の検討

○栽培試験の実施

◎実現可能性の検討

普通肥料の肥料登録

○検査計画の作成

○植物に対する害に関する試験栽培

（植害試験）の実施

◎肥料登録

流通の拡大に向けた
継続的な取組み

○分析結果の公表

○肥料利用者に対するPR等

発生汚泥の全量を肥料として

利用しているか

はい

いいえ

普及啓発活動、新技術の

情報収集、リン回収等他

の有効利用方法検討

下水道資源の肥料利用
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肥料化手法 評価項目

コンポスト等

リン回収

重金属、コスト、用地面積、GHG排出量、
運搬可能性 (外部委託の場合)、原液の適用濃度 等
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農業者A

日水コン 〇〇

メーカーA

C市 〇〇
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